
(57)【要約】

【課題】　ミキサから出力される中間周波信号が、発振

器制御用のＰＬＬ回路に基準信号を供給するクリスタル

発振子の高調波等によって妨害を受けないようにする。

【解決手段】　金属枠体１の内部を第一の側板１ａ側と

それに対向する第二の側板１ｂ側とに２分するシールド

板２によって第一の側板１ａ側に第一の区画領域３を設

けると共に第二の側板１ｂ側に第二の区画領域４を設け

、第一の区画領域３には分配器１３を配設し、第二の区

画領域４に配設されるチューナ部は少なくともテレビジ

ョン信号を中間周波信号に変換するためのミキサ回路１

４ｅと、ミキサ回路１４ｅに発振信号を供給する発振器

１４ｄと、発振器１４ｄの発振周波数を制御するＰＬＬ

回路１４ｆとを有し、ＰＬＬ回路１４ｆに基準信号を供

給するためのクリスタル発振子１４ｇを第一の区画領域

３内に配設した。

【選択図】　　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を ２ 分 配 す る 分 配 器 を 少 な く と も 有 す る 分 配 部 と 、 分 配 さ れ
た 一 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 周 波 数 変 換 し て 中 間 周 波 信 号 を 出 力 す る チ ュ ー ナ 部 と 、 四 つ
の 側 板 を 有 し 、 そ の 内 部 に 前 記 分 配 部 と 前 記 チ ュ ー ナ 部 と を 構 成 す る 方 形 の 金 属 枠 体 と を
備 え 、 前 記 金 属 枠 体 の 内 部 を 第 一 の 側 板 側 と そ れ に 対 向 す る 第 二 の 側 板 側 と に ２ 分 す る シ
ー ル ド 板 に よ っ て 前 記 第 一 の 側 板 側 に 第 一 の 区 画 領 域 を 設 け る と 共 に 前 記 第 二 の 側 板 側 に
第 二 の 区 画 領 域 を 設 け 、 前 記 第 一 の 区 画 領 域 に は 前 記 分 配 器 を 配 設 し 、 前 記 第 二 の 区 画 領
域 に 配 設 さ れ る 前 記 チ ュ ー ナ 部 は 少 な く と も 前 記 テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 前 記 中 間 周 波 信 号 に
変 換 す る た め の ミ キ サ 回 路 と 、 前 記 ミ キ サ 回 路 に 発 振 信 号 を 供 給 す る 発 振 器 と 、 前 記 発 振
器 の 発 振 周 波 数 を 制 御 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と を 有 し 、 前 記 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 基 準 信 号 を 供 給 す る た
め の ク リ ス タ ル 発 振 子 を 前 記 第 一 の 区 画 領 域 内 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ ジ ョ ン
チ ュ ー ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
第 三 の 側 板 に は 前 記 第 一 の 区 画 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 前 記 テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 入 力 す る 第
一 の コ ネ ク タ を 取 り 付 け る と 共 に 、 前 記 第 一 の 側 板 又 は 第 四 の 側 板 に お け る 前 記 第 一 の 区
画 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 前 記 分 配 器 に よ っ て 分 配 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 出 力 す
る 第 二 の コ ネ ク タ を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ
。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 分 配 す る と 共 に 、 分 配 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信
号 を 外 部 に 取 り 出 す よ う に し た テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ
を 構 成 す る 各 ブ ロ ッ ク の 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 方 形 の 金 属 枠 体 ２ １ は 四 つ の 側 板 を 有
し 、 そ の 内 部 は シ ー ル ド 板 ２ ４ に よ っ て 四 つ の 区 画 室 ２ ５ ～ ２ ８ に 分 割 さ れ て い る 。 そ し
て 、 区 画 室 ２ ５ に は 分 配 部 、 区 画 室 ２ ６ に は チ ュ ー ナ 部 、 区 画 室 ２ ７ に は 復 調 部 、 区 画 室
２ ８ に は 切 り 替 え 部 、 変 調 部 が 収 納 さ れ て い る 。 こ れ ら の 各 回 路 部 、 す な わ ち 分 配 部 、 チ
ュ ー ナ 部 、 復 調 部 、 切 り 替 え 部 お よ び 変 調 部 は 通 常 一 枚 の プ リ ン ト 基 板 上 に 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 が 入 力 さ れ る 入 力 コ ネ ク タ ２ ２ と 、 分 配 部 に よ っ て 分 配 さ れ た テ レ ビ
ジ ョ ン 信 号 を 出 力 す る 出 力 コ ネ ク タ ２ ３ と は ケ ー ス ２ １ の 短 側 板 ２ ９ に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 ま た 、 短 側 板 ２ ９ に 隣 接 す る 長 側 板 の 一 方 ３ ０ か ら 各 回 路 部 に 供 給 す る 電 源 や 信 号 の
入 出 力 の た め の 外 部 端 子 群 ３ １ ～ ３ ３ が 突 出 し て い る 。 分 配 部 と 切 り 替 え 部 、 変 調 部 は そ
れ ぞ れ 入 力 コ ネ ク タ ２ ２ と 出 力 コ ネ ク タ ２ ３ に 対 応 し た 位 置 で 短 側 板 ２ ９ に 沿 っ た 区 画 室
２ ５ 、 ２ ８ に 配 設 さ れ て い る 。 外 部 端 子 群 ３ １ は 切 り 替 え 部 、 変 調 部 が 配 設 さ れ た 区 画 室
２ ８ 内 の プ リ ン ト 基 板 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 区 画 室 ２ ５ に 配 設 さ れ る 分 配 部 は 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を ２ 分 配 し て そ の 一 方 を
チ ュ ー ナ 部 に 入 力 し 、 他 方 を 切 替 部 に 入 力 す る 。 チ ュ ー ナ 部 は 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信
号 を 中 間 周 波 信 号 に 変 換 し て 復 調 部 に 送 る 。 復 調 さ れ た ビ デ オ 信 号 等 は 端 子 群 ３ １ を 介 し
て 図 示 し な い 録 画 再 生 装 置 等 に 出 力 さ れ る 。 ま た 、 分 配 部 か ら 出 力 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ
ョ ン 信 号 は 切 り 替 え 部 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 録 画 再 生 装 置 等 か ら の ビ デ オ 信 号 等 は 端 子 群 ３ １ を 介 し て 変 調 部 に 入 力 さ れ て Ｒ
Ｆ 信 号 に 変 換 さ れ 、 切 り 替 え 部 に 入 力 さ れ る 。 切 り 替 え 部 は 、 再 生 時 に は 変 調 部 か ら の Ｒ
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Ｆ 信 号 を 出 力 コ ネ ク タ ２ ３ に 出 力 す る 。 出 力 コ ネ ク タ ２ ３ に 他 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を
接 続 す る こ と で テ レ ビ （ 図 示 せ ず ） で 再 生 画 を 視 聴 す る こ と が で き る 。 一 方 、 再 生 画 を 視
聴 し な い と き は 切 替 部 は 分 配 出 力 を 出 力 コ ネ ク タ ２ ３ に 出 力 す る 。 従 っ て 、 テ レ ビ で は 受
信 し た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 視 聴 で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ５ １ ４ 号 公 報 （ 図 ９ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 区 画 室 ２ ６ に 配 設 さ れ る チ ュ ー ナ 部 の 構 成 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 テ レ ビ ジ ョ ン
信 号 （ Ｒ Ｆ ） が 入 力 さ れ る 入 力 同 調 回 路 ４ ０ と 、 そ の 次 段 に 設 け ら れ た 高 周 波 増 幅 器 ４ １
と 、 そ の 次 段 に 設 け ら れ た 段 間 同 調 回 路 ４ ２ と 、 そ の 次 段 に 設 け ら れ た ミ キ サ 回 路 ４ ３ と
、 ミ キ サ 回 路 ４ ３ に 発 振 信 号 を 供 給 す る 発 振 器 ４ ４ と 、 発 振 器 ４ ４ の 発 振 周 波 数 を 制 御 す
る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ ５ と 、 ク リ ス タ ル 発 振 子 ４ ７ が 接 続 さ れ て 基 準 周 波 数 で 発 振 し た 基 準 信 号
を Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ ５ に 供 給 す る 基 準 発 振 器 ４ ６ と を 有 す る 。 そ し て 、 ミ キ サ 回 路 ４ ３ か ら 中
間 周 波 信 号 （ Ｉ Ｆ ） が 出 力 さ れ る 。 中 間 周 波 信 号 は 端 子 ３ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ で は 、 チ ュ ー ナ 部 が 構 成 さ れ る 区 画 室 内 に Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 基
準 信 号 を 供 給 す る た め の ク リ ス タ ル 発 振 子 も 配 設 さ れ る の で 、 ク リ ス タ ル 発 振 子 の 高 調 波
に よ っ て 中 間 周 波 信 号 が 妨 害 を 受 け る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 は 、 ミ キ サ か ら 出 力 さ れ る 中 間 周 波 信 号 が 、 発 振 器 制 御 用 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 基 準 信
号 を 供 給 す る ク リ ス タ ル 発 振 子 の 高 調 波 等 に よ っ て 妨 害 を 受 け な い よ う に す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を ２ 分 配 す る 分 配 器 を 少
な く と も 有 す る 分 配 部 と 、 分 配 さ れ た 一 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 周 波 数 変 換 し て 中 間 周 波
信 号 を 出 力 す る チ ュ ー ナ 部 と 、 四 つ の 側 板 を 有 し 、 そ の 内 部 に 前 記 分 配 部 と 前 記 チ ュ ー ナ
部 と を 構 成 す る 方 形 の 金 属 枠 体 と を 備 え 、 前 記 金 属 枠 体 の 内 部 を 第 一 の 側 板 側 と そ れ に 対
向 す る 第 二 の 側 板 側 と に ２ 分 す る シ ー ル ド 板 に よ っ て 前 記 第 一 の 側 板 側 に 第 一 の 区 画 領 域
を 設 け る と 共 に 前 記 第 二 の 側 板 側 に 第 二 の 区 画 領 域 を 設 け 、 前 記 第 一 の 区 画 領 域 に は 前 記
分 配 器 を 配 設 し 、 前 記 第 二 の 区 画 領 域 に 配 設 さ れ る 前 記 チ ュ ー ナ 部 は 少 な く と も 前 記 テ レ
ビ ジ ョ ン 信 号 を 前 記 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る た め の ミ キ サ 回 路 と 、 前 記 ミ キ サ 回 路 に 発 振
信 号 を 供 給 す る 発 振 器 と 、 前 記 発 振 器 の 発 振 周 波 数 を 制 御 す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と を 有 し 、 前 記
Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 基 準 信 号 を 供 給 す る た め の ク リ ス タ ル 発 振 子 を 前 記 第 一 の 区 画 領 域 内 に 配 設
し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 三 の 側 板 に は 前 記 第 一 の 区 画 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 前 記 テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 入
力 す る 第 一 の コ ネ ク タ を 取 り 付 け る と 共 に 、 前 記 第 一 の 側 板 又 は 第 四 の 側 板 に お け る 前 記
第 一 の 区 画 領 域 に 対 応 す る 位 置 に 前 記 分 配 器 に よ っ て 分 配 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号
を 出 力 す る 第 二 の コ ネ ク タ を 取 り 付 け た 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 金 属 枠 体 の 内 部 を 第 一 の 側 板 側 と そ れ に 対 向 す る 第 二 の 側 板 側 と に ２ 分
す る シ ー ル ド 板 に よ っ て 前 記 第 一 の 側 板 側 に 第 一 の 区 画 領 域 を 設 け る と 共 に 前 記 第 二 の 側
板 側 に 第 二 の 区 画 領 域 を 設 け 、 第 一 の 区 画 領 域 に は 分 配 器 を 配 設 し 、 第 二 の 区 画 領 域 に 配
設 さ れ る チ ュ ー ナ 部 は 少 な く と も テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 前 記 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る た め の
ミ キ サ 回 路 と 、 ミ キ サ 回 路 に 発 振 信 号 を 供 給 す る 発 振 器 と 、 発 振 器 の 発 振 周 波 数 を 制 御 す
る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 と を 有 し 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に 基 準 信 号 を 供 給 す る た め の ク リ ス タ ル 発 振 子 を 第 一
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の 区 画 領 域 内 に 配 設 し た の で 、 ク リ ス タ ル 発 振 子 の 高 調 波 等 が チ ュ ー ナ 部 を 構 成 す る 第 二
の 区 画 室 に 入 り に く く な り 、 中 間 周 波 信 号 が 妨 害 を 受 け に く く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 三 の 側 板 に は 第 一 の 区 画 領 域 に 対 応 す る 位 置 に テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 入 力 す る 第
一 の コ ネ ク タ を 取 り 付 け る と 共 に 、 第 一 の 側 板 又 は 第 四 の 側 板 に お け る 第 一 の 区 画 領 域 に
対 応 す る 位 置 に 分 配 器 に よ っ て 分 配 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 出 力 す る 第 二 の コ ネ
ク タ を 取 り 付 け た の で 、 他 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を 共 に 使 用 す る 場 合 に 第 二 の コ ネ ク タ
と 他 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ の コ ネ ク タ と の 接 続 が 容 易 と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 本 考 案 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を 示 す 。 図 １ は テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を 構 成 す る
各 ブ ロ ッ ク の 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 方 形 の 金 属 枠 体 １ の 内 部 に は 第 一 の 側 板 １ ａ と そ
れ に 対 向 す る 第 二 の 側 板 １ ｂ と に 平 行 で 第 三 の 側 板 １ ｃ と 第 四 の 側 板 １ ｄ と を 橋 絡 す る 第
一 の シ ー ル ド 板 ２ が 設 け ら れ 、 金 属 枠 体 １ は こ の 第 一 の シ ー ル ド 板 ２ に よ っ て 第 一 の 側 板
１ ａ 側 の 第 一 の 区 画 領 域 ３ と 、 第 二 の 側 板 １ ｂ 側 の 第 二 の 区 画 領 域 ４ と に ２ 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 第 一 の シ ー ル ド 板 ２ と 第 二 の 側 板 １ ｂ と を 橋 絡 す る 第 二 の シ ー ル ド 板 ５ と 、 第 一
の シ ー ル ド 板 ２ と 第 四 の 側 板 １ ｄ と を 橋 絡 す る Ｌ 型 の 第 三 の シ ー ル ド 板 ６ と に よ っ て 、 第
二 の 区 画 領 域 ４ は 、 第 三 の 側 板 １ ｃ と 第 二 の シ ー ル ド 板 ５ と に 挟 ま れ た 第 一 の 区 画 室 ７ と
、 第 二 の シ ー ル ド 板 ５ と 第 三 の シ ー ル ド 板 ６ と に 挟 ま れ た 第 二 の 区 画 室 ８ と 、 第 一 の シ ー
ル ド 板 ２ と 第 三 の シ ー ル ド 板 ６ と 第 四 の 側 板 １ ｄ と に よ っ て 囲 ま れ た 第 三 の 区 画 室 ９ と に
３ 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 金 属 枠 体 １ 内 に は 上 記 の シ ー ル ド 板 ２ 、 ５ 、 ６ を 立 設 す る と 共 に 第 一 の 区 画 領 域
３ 及 び 第 二 の 区 画 領 域 ４ （ 第 一 乃 至 第 三 の 区 画 室 ７ ～ ９ ） 内 に 各 種 の 回 路 を 構 成 す る た め
の 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） が 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 三 の 側 板 １ ｃ に は 第 一 の 区 画 領 域 ３ に 対 応 す る 位 置 に テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 が 入 力 さ れ る
第 一 の コ ネ ク タ （ 例 え ば Ｆ 型 同 軸 コ ネ ク タ ） １ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 第 三 の 側 板 １ ｄ に は テ
レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 出 力 す る 第 二 の コ ネ ク タ （ 例 え ば 同 軸 型 の ピ ン プ ラ グ ） １ １ が 取 り 付 け
ら れ る 。 第 二 の コ ネ ク タ １ １ は 第 一 の 側 板 １ ａ に 取 り 付 け て も 良 い 。 さ ら に 、 第 二 の 側 板
１ ｂ に は 複 数 の 端 子 １ ２ が ほ ぼ 等 間 隔 で 列 状 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 一 の コ ネ ク タ １ ０ が 第 一 の 区 画 領 域 ３ に 対 応 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 理 由 は 、 端 子
１ ２ が テ レ ビ ジ ョ ン 受 信 機 の マ ザ ー 基 板 （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け ら れ た 際 の 第 一 の コ ネ ク
タ １ ０ の 高 さ （ 第 二 の 側 板 １ ｂ か ら の 高 さ ） を あ る 程 度 確 保 す る た め で あ る 。 ま た 、 第 二
の コ ネ ク タ １ を 第 一 の 側 板 １ ａ 又 は 第 一 の コ ネ ク タ １ ０ が 取 り 付 け ら れ た 第 三 の 側 板 １ ｃ
に 対 向 し た 第 四 の 側 板 １ ｄ に 取 り 付 け る 理 由 は 、 他 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ を 併 設 し て マ
ザ ー 基 板 （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け た 場 合 の 互 い の 接 続 を し 易 く す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 一 の 区 画 領 域 ３ に は 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を ２ 分 配 す る 分 配 部 １ ３ が 構 成 さ れ
る 。 分 配 部 １ ３ は 入 力 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 増 幅 す る 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ と 、
増 幅 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を ２ 分 配 す る 分 配 器 （ 例 え ば 、 分 配 ト ラ ン ス で 構 成 さ れ る ）
１ ３ ｂ と 、 分 配 さ れ た 一 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 増 幅 す る 第 二 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｃ と 、
分 配 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 を 増 幅 す る 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｄ と を 有 す る が 、
第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ 乃 至 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｄ は 必 ず し も 必 要 で は な い 。 し か
し 、 分 配 器 １ ３ ｂ の 前 段 に 設 け ら れ る 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ は 分 配 ロ ス に よ る Ｎ Ｆ （
雑 音 指 数 ） の 悪 化 を 軽 減 す る た め に は 有 効 と な る 。
　 こ の う ち 、 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ は 第 一 の コ ネ ク タ １ ０ に 近 接 し た 位 置 に 配 設 さ れ
、 分 配 器 １ ３ ｂ は 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ に 隣 接 し た 位 置 で 第 四 の 側 板 １ ｄ 側 に 配 設 さ
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れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 二 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｃ は 分 配 器 １ ３ ｂ に 隣 接 し た 位 置 で 第 一 の シ ー ル ド 板 ２
側 に 配 設 さ れ 、 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｄ は 分 配 器 １ ３ ｂ に 隣 接 し た 位 置 で 第 四 の 側 板 １
ｄ 側 に 配 設 さ れ る 。 そ し て 、 第 二 の コ ネ ク タ １ １ は 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｄ に 対 応 す る
第 一 の 側 板 １ ａ 上 の 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 二 の 区 画 領 域 ４ に は チ ュ ー ナ 部 １ ４ が 構 成 さ れ る 。 チ ュ ー ナ 部 １ ４ は 入 力 同 調 回 路 １
４ ａ 、 高 周 波 増 幅 器 １ ４ ｂ 、 段 間 同 調 回 路 １ ４ ｃ 、 発 振 器 １ ４ ｄ 、 ミ キ サ 回 路 １ ４ ｅ 、 Ｐ
Ｌ Ｌ 回 路 １ ４ ｆ 等 を 有 す る 。 入 力 同 調 回 路 １ ４ ａ は Ｕ Ｈ Ｆ 帯 用 の 同 調 回 路 と Ｖ Ｈ Ｆ 帯 用 の
同 調 回 路 と を 含 み 、 第 一 の 区 画 室 ７ 内 に 設 け ら れ る が 、 第 二 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｃ に 対 応
し た 位 置 に 配 設 さ れ る 。 ま た 、 高 周 波 増 幅 器 １ ４ は Ｕ Ｈ Ｆ 帯 用 と Ｖ Ｈ Ｆ 帯 用 と の ２ 回 路 を
有 し 、 第 二 の シ ー ル ド 板 ５ の 位 置 （ 回 路 基 板 の 裏 面 ） に 配 設 さ れ る 。 ま た 、 段 間 同 調 回 路
１ ４ ｃ も Ｕ Ｈ Ｆ 帯 用 の 同 調 回 路 と Ｖ Ｈ Ｆ 帯 用 の 同 調 回 路 と を 含 み 、 第 二 の 区 画 室 ８ に お け
る 第 二 の シ ー ル ド 板 ５ 側 の 半 分 の 領 域 に 配 設 さ れ る 。 ま た 、 発 振 器 １ ４ ｄ は 第 三 の 区 画 室
９ 内 に 配 設 さ れ 、 ミ キ サ 回 路 １ ４ ｅ は 第 二 の 区 画 室 ８ に お け る 第 四 の 側 板 １ ｄ 側 の 半 分 の
領 域 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ４ ｆ に は 基 準 信 号 が 入 力 さ れ る が 、 基 準 信 号 を 作 る た め の ク リ ス タ ル 発 振
子 １ ４ ｇ は 第 一 の 区 画 領 域 ３ 内 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 第 一 の コ ネ ク タ １ ０ か ら 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ａ に 入 力 さ れ た
テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 は 増 幅 さ れ て 分 配 器 １ ３ ｂ に よ っ て ２ 分 配 さ れ 、 そ の 一 方 は 第 二 の 広 帯
域 増 幅 器 １ ３ ｃ を 介 し て 第 一 の 区 画 室 ７ 内 の 入 力 同 調 回 路 １ ４ ａ に 入 力 さ れ る 。 そ し て 、
高 周 波 増 幅 器 １ ４ ｂ 、 段 間 同 調 回 路 １ ４ ｃ を 介 し て ミ キ サ 回 路 １ ４ ｅ に 入 力 さ れ 、 発 振 信
号 と の 混 合 に よ っ て 最 終 的 に ミ キ サ 回 路 １ ４ ｅ で 中 間 周 波 信 号 に 変 換 さ れ て 端 子 １ ２ か ら
出 力 さ れ る 。 そ し て 、 ク リ ス タ ル 発 振 子 １ ４ ｇ が 第 一 の 規 格 領 域 ３ 内 に 配 設 さ れ て い る こ
と か ら 、 そ の 高 調 波 に よ っ て 中 間 周 波 信 号 に 妨 害 を 及 ぼ す こ と が 避 け ら れ る 。 分 配 器 １ ３
ｂ で 分 配 さ れ た 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 は 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ３ ｄ を 介 し て 第 二 の コ ネ
ク タ １ １ か ら 出 力 さ れ 、 他 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の 構 成 で は 、 分 配 器 １ ３ ｂ で ２ 分 配 さ れ た テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 の 一 方 は 第 一 の シ ー ル
ド 板 ２ で 隔 離 さ れ た 第 一 の 区 画 領 域 ４ に 出 力 さ れ 、 他 方 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 は 第 一 の 側 板
１ ａ に 取 り 付 け ら れ た 第 二 の コ ネ ク タ に 入 力 さ れ る の で 、 分 配 後 の テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 は 互
い に 逆 方 向 に 出 力 さ れ 互 い の 干 渉 は 無 く な る 。 ま た 、 分 配 後 は そ れ ぞ れ の テ レ ビ ジ ョ ン 信
号 が 広 帯 域 増 幅 器 を 通 過 す る の で そ れ ら の 出 力 端 で の 干 渉 が 一 層 少 な く な り ア イ ソ レ ー シ
ョ ン の 確 保 が 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ の 内 部 の ブ ロ ッ ク 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ の 内 部 の ブ ロ ッ ク 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の テ レ ビ ジ ョ ン チ ュ ー ナ に お け る チ ュ ー ナ 部 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ： 金 属 枠 体
　 １ ａ ： 第 一 の 側 板
　 １ ｂ ： 第 二 の 側 板
　 １ ｃ ： 第 三 の 側 板
　 １ ｄ ： 第 四 の 側 板
　 ２ ： 第 一 の シ ー ル ド 板
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　 ３ ： 第 一 の 区 画 領 域
　 ４ ： 第 二 の 区 画 領 域
　 ５ ： 第 二 の シ ー ル ド 板
　 ６ ： 第 三 の シ ー ル ド 板
　 ７ ： 第 一 の 区 画 室
　 ８ ： 第 二 の 区 画 室
　 ９ ： 第 三 の 区 画 室
　 １ ０ ： 第 一 の コ ネ ク タ
　 １ １ ： 第 二 の コ ネ ク タ
　 １ ２ ： 端 子
　 １ ３ ： 分 配 部
　 １ ３ ａ ： 第 一 の 広 帯 域 増 幅 器
　 １ ３ ｂ ： 分 配 器
　 １ ３ ｃ ： 第 二 の 広 帯 域 増 幅 器
　 １ ３ ｄ ： 第 三 の 広 帯 域 増 幅 器
　 １ ４ ： チ ュ ー ナ 部
　 １ ４ ａ ： 入 力 同 調 回 路
　 １ ４ ｂ ： 高 周 波 増 幅 器
　 １ ４ ｃ ： 段 間 同 調 回 路
　 １ ４ ｄ ： 発 振 器
　 １ ４ ｅ ： ミ キ サ 回 路
　 １ ４ ｆ ： Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
　 １ ４ ｇ ： ク リ ス タ ル 発 振 子
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